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保総研の創設の功労者は、なんといっても東京の成田先生だ。平成の最初、椛沢先生は日保全国青年部保育研究委員会

の委員⾧だった。その委員会に、成田先生も田和先生も又私もいたのだ。その当時から今でいう食育には一家言の方だっ

た。それから 10 年後に保総研を立ち上げることになり、その東京の打ち合わせ場所は成田先生の自宅だった。成田先生

の面倒見の良さが今の保総研を作った。たぶん、成田先生にしてみれば、何のことかわからないまま(まあ多くのメンバー

も同様だが)場所を貸しているうちに、メンバーの一人になっていた。まあ面

倒見がよくなければ、あの園の前の駐車場は買えない。(わかる人だけわかる)

という訳で成田先生は本当に感謝しても、しきれないほどの大恩人の一人であ

る。現在、保総研で甥も姪も活躍しているが、こんないきさつを考えると、二

人とも会の中心になって歴史を作り上げてもらいたいと坂﨑は強く願っている

のである。 

青木は立派だが、上原見てるかな(・・?なんとか頼むよ 

さて茨城のなべさんの話も書いておこう。渡辺先生の凄さはそのバランスの良さだが、歴史的に見ればなべさんの果たし

てきている役割は本当に大きい。なべさんがいなければ、日保の青年部のまとまりや難局もなかなかうまくいかなかった

だろうし、又、茨城のめんどうな状態も、なべさんの為せる業で乗り切っている。問題はここからだと私は思っている。

文面に書くことではないが、(盟友高橋の支援は当然なので割愛)人には星のめぐり逢いがあって、必ず面倒な局面があ

る。私で言うとその難しい局面の入口には残念ながら東ヶ崎がいて(本人も重々承知だが、こども保育政治連盟や認定こど
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も園の政治連盟の副会⾧なんかはこれにあたってしまう)、たぶんこれから来る本当の難しい局面には、年齢には関係なく

なべさんや東口、私の予想では土山や浩正が当たってしまうと考える。これを読んでいるなべさんは、あの低音で「そん

なことにならぬぞ」と押し殺してつぶやいているはずだが、歴史は繰り返すのだ。藤崎も読んでくれているかな。藤崎に

は是非ともなべさんの後方支援を頼みたい。もう少し言うともっと藤崎には活躍してもらいたい。少し真面目なことを書

くと、間違いなくこの 10 年間は大きな節目になる。勝負所はなべさんの登場と相成ると信じている。 

紛れもなく茨城は水戸藩なのだが、当人が嫌でも水戸光圀公位にはならんとな。という訳で新潟同様に南東北という勝手

なご縁もあるので、なべさんの活躍の場はこれから更に続く。ちなみに最近、健康に気を付けて益々の活躍を更に期待し

たいと電話でハッキリと申し上げておいた。 
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